
Society of Japan Science Teaching

NII-Electronic Library Service

Sooiety 　 of 　Japan 　Soienoe 　Teaohing

P−21 日 本理 科教育学会 （2010）

　　　科学的体験学習プロ グラム の 開発 と実践お よび

　　　　　　学校と博物館の 効果的な連携体制の展開

「授業に 役立つ 博物館」 一 子 どもたちの心に残る科学的体験学習の ために一

　　　　　　 IO 島絵里子，岩 崎誠 司 ， 永 山俊介，小川義和

　SHIMA 　Erjko，　1
’
WASAKI　Sei．l　i，　NAGAYAMA 　Shunsuke ，　OGAWA　Yoshikazu

　　　　　　　　　　　　 国立科学博物館

【キ ーワー
ド】　 学校 ，自然科学系博物館，学習指導要領 ，体験学習，連携

1　 は じめ に

　学校 に お ける科 学 的体験 学習 の 質 の 向 Hに 資

する こ とを 目 的 に ，
’1城 19 年度 か ら 2⊥年度に か

け て 国立科学博物館が全国 20 施設 の 白然科 学系

眸物館 と連携 し，「專物館 の 学習資源 を活用 した小

中学校向けの科学的体験学習プ ロ グラ ム （以下 プ

ロ グ ラム ）を学習指導要領 に 沿 っ て 閉発 し，体系

的に整理 し た （小川ほ か 2009）。 さらに ， 学佼 と

博物 館 の 効 果的な連携体制 の モ デ ル に つ い て 研

究 し開発 した。本発表 で は ，そ の 後の プ ロ グ ラ ム

の 開発 と実践お よび ，学校 と博物館 の 効果的な連

携体 制 の 展開 に向けた 取 り組み を報告す る．

2　 プロ グラム と連携体制モ デル の 開発と実践

（1 ）プロ グラ厶 の 開発 と実践

　65 種類 の プ ロ グ ラム を開発 した （小 学校 ：理

科 ・生活 35 種類 ，総 合 3 種類 ，「1i学校 ： 理 科 26

種類，総合 1種類）。プ r・ グラ ム は，教員の 使い

やすさを考慮 し て 開発 し た 共 通書 式 （プ ロ グ ラ ム

概要 と学習活動案）に よ り記 載 し，学習指導要領

の 内容 と対応 させ た体 系表 を作成 した ．8 種類 の

プ ロ グラ ム に つ い て 児童 生徒 を対象に実践 し，そ

の 結果 を学習活動案に反映 し改善 した。現在もプ

ロ グラ ム の 実践と改善を継続 し て い る。

　（2 ） 学校 と博物館の 効 果的な連携体制モ デル

　　　 の 開発と展開

  教員の博物館活用を支援するための取 り組

　み ： 「教員のため の 博物館の 日 」 の 開催

　 「教員 の た め の 博物館 の 日」 を 2008 年 ユ2 月

26 目 と 2009 年 12 月 26 冂に開催 し，学校 と博物

館 の 距離を縮め るた め の 連携 体制 に つ い て 検討

した 。教 頃向け に 行 うガイ ドツ ア
ー一

や，プ ロ グ ラ

ム を教員が体験で き る コ
ー

ナ
ー

の 人気が特に 高

か っ た 、，教員 が 博物館 の 学習資源に つ い て 知 り，

よ り身近 に感 じ られ る 企 画 を全国で 実施 し て い

く こ と が 効果的 で あ る と 考 え られ た。今年 度 は 8

月 29 口 に 囮立科学膵物館に て 開催 す る （プ レ 期

間　： 8 丿］　24　日・〜8 月　28　日），

  学校 と博物館 を効果的に結ぶ研修

　開発 し た ブ 卩 グラ ム や 体系表お よ び 連携体制

モ デ ル を広 く発信 す るた め，教育委員会等が 開 催

す る 研修 ・研究 会 の 企画
・
運営に 参加 した u 横浜

市教育 委員会 の 実践 目｝・例 で は ，ま ず 博物館職 員が

若手教 員 ・1名 に研修 を行 い ，そ の 後，教員が 約

180 名 の 教 員研修 の 指導者と な る 2段形式 を とっ

た。また，千葉 県総合教育セ ン タ ー一の 実践 事例 で

は，博 物館 が開発 した プ ロ グ ラ ム を授 業で 実践 し

た教員が指導者 とな る形式 を と っ た。プ ロ グ ラ ム

を実践 した教員は，プ ロ グラ ム の ポ イ ン トや魅力

を実感 して お り，
よ り授業 の 実態 に 即 した視点 か

ら研修 を行 うこ とが 冂亅
．
能 で あ る と考え られ た，、

3　 今後に向 けて

　 プ ロ グ ラ ム を今後 も継続 的 に 実践 ・改良す る。

また，学校が 「専物館を よ り活用 しやす くな る よ う

に ，教員，教育委員 会等，博物館等の ネ ソ トワー

ク を構築 して い く、，
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